ポイント１　変額保険の種類と特別勘定　
重要度　中
ポイント
変額保険は定額保険に関する勘定（一般勘定）とは別の勘定（「特別勘定」）を設けてその資産を運用しています。
変額保険には終身保険タイプの変額保険（終身型）と養老保険タイプの変額保険（有期型）および変額個人年金保険があります。

特別勘定
変額保険はその保険にかかわる資産の運用実績にもとづいて保険金額が変動します。したがって、生命保険会社は一定の給付が保証され資産運用にも安全性が重視される定額保険の資産とは明確に区分して、運用および経理を行う必要があり、変額保険の運用は特別勘定で行われます。特別勘定からの利益および損失は原則として変額保険のみに割り当てられ、他の種類の保険契約に割り当てられることはありません。
変額保険（終身型）
一生涯の保証があり、死亡・高度障害保険金は、特別勘定資産の運用実績にもとづいて、毎月保険金額が増減します。ただし、死亡・高度障害保険金については、契約時に定めた保険金額（基本保険金額）が保証されます。
変額保険（有期型）
満期までの保証があり、死亡・高度障害保険金は、特別勘定資産の運用実績にもとづいて、毎月保険金額が増減します。ただし、死亡・高度障害保険金については、契約時に定めた保険金額（基本保険金額）が保証されます。
また、満期まで生存した時は満期保険金を支払います。この満期保険金額は、保険期間満了時における特別勘定資産の運用実績にもとづいて計算された積立金額です。したがって、運用実績によっては満期保険金額が基本保険金額を下回ることもあります。
変額個人年金保険
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